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・花崗岩斑岩
・コア長20㎝のコア連続する。
　コア肌も滑らか。ハンマ打撃で高音
　を発す。CH級。中硬岩

・φ50mmまでの角礫多く混入

γｔ(kN/m 3):単位体積重量　　φ(°)：せん断抵抗角　　Ｃ(kN/m 2):粘着力

Dt2

白
亜
紀

末
期

・シルト混じり砂礫黒ボク土を含む

・崖錐堆積物。
・コア長15㎝までの玉石やφ＝20㎜
　までの亜角礫混入
・マトリックスは真砂土主体

中
生
代

玉石混り砂質礫

（崖錐堆積物2）
礫混り砂

・崖錐堆積物。
・φ＝50㎜までの亜角礫混入
・マトリックスは細粒分を含む
　真砂土主体

Gp

Gp

Gp

SF:表土（砂質土）
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補強土壁工区間

L=26.0m(NO.165+13.2付近～NO.167付近)

 

R7 開設工事区間　　　L=76.8m (NO.165+13.2～NO.169+10.0)
　うち補強土壁工区間 L=26.0m (NO.165+13.2付近～NO.167付近)
　うち新規土工区間　 L=76.8m (NO.165+13.2～NO.169+10.0)
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盛　土　部

3.地山勾配が1:4より急な箇所に盛土を腹付けする場合は、段切りが必要となる。

　（最小幅1m、最小高50cmを標準）

4.ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型側溝において、設置位置の地山が岩盤の場合には基礎コンクリート、

　基礎砕石は不要である。

5.舗装計画において設計段階では、設計CBR20以上を想定した場合の構成であり、

　舗装工事前に路床部のCBR試験を実施し、舗装構成についての検討が必要である。

2.法面緑化工の選定において、掘削作業後に土壌硬度測定を実施し、測定値に

　より選定を行うこと。

【注意事項】

NO.165付近

NO.168付近

耐雪型ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
(Gr-C2-3E)

耐雪型ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
(Gr-C2-3E)

FA
埋戻

FA
埋戻

1.00m以上

水平土被り

0.50m以上
水平土被り

0
.
5
0
m
以

上
根

入
れ

0
.
5
0
m
以

上

根
入

れ

BA1 路床盛土（設計CBR20％以上） t=100cm

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型側溝1型 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型側溝1型 

表　層(再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ)　t=4cm

路　盤(粒調砕石 M-30)　 　t=9cm

表　層(再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ)　t=4cm

路　盤(粒調砕石 M-30)　 　t=9cm

 法面保護工(切土) 

 法面保護工(切土) 

S=1:100

標準断面図

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級

図　示

1.地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。

転石

Dt1：玉石混り砂質礫

Dt1：玉石混り砂質礫

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

0.50

0.50

1:0.2

1:0.8

0.30 1.005.00

1.003.00

H=
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
補

強
土

壁

5.00% 5.00%

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

0.50 0.50

1.75 1.005.50

0.18

1.323.00

H
=
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
補

強
土

壁

5.00% 3.81% 3.81%

壁
高

H

壁
高

H

拡幅
拡幅

路肩保護コンクリート
(WP-1)

路肩保護コンクリート
(WP-1)

BA2
路体盛土

BA2
路体盛土

BA3
水平盛土

拡幅

CA1
掘削(片切)

FH

FH

CA1
掘削(片切)

BA4
補強土壁盛土

BA4
補強土壁盛土

標準断面図

S=1：10

 

道路規格

最小曲線半径

設計速度

合成勾配

最大片勾配

標準片勾配

最小縦断凹曲線

最小縦断凸曲線

最大縦断勾配

最小緩和区間

車道幅員

路肩幅員

全　　幅

最小縦断曲線長

　自動車道１級（１車線）

規　格　値 設　計　値

１５ｍ

２０㎞／ｈ

１００ｍ　

１００ｍ　

　　　２．００％　

０．５０ｍ

４．００ｍ

３．００ｍ

１６ｍ

８ｍ ８ｍ

9.00(14.00)％

２０ｍ

　　1.50～2.00％　

　　　５．００％　　　　５．００％　

12.00(14.00)％

　　２０ｍ　　

 設計条件

　　９．００％　

　　１０．３０％　

４３０ｍ　　

３００ｍ　　

舗装構成

表　　層(再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ)

路　　盤(粒調砕石 M-30)

9
0

4
0

1
0
0
0

1
3
0

 
設計CBR=20%以上

（路床盛土）

1
:
0
.
3

3.00

Ｒ７事業

1:0.6

1
:
0
.
2

5.80

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3



Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

0.50 0.50

1:0.6

1.005.50

0.75 0.75

3.00

1.67

1
:
0
.
2

1
:
0
.
3

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級

補強土壁工構造図

単位体積重量（γ）

内部摩擦角（φ）

粘 着 力 （Ｃ）

盛土材土質定数

設　計　条　件

2

320.0 kN／m

35.0°

0 kN／m

単位体積重量（γ）

内部摩擦角（φ）

粘 着 力 （Ｃ）

基礎地盤土質定数

2

320.0 kN／m

35.0°

設計水平震度（内的・外的安定）

設計水平震度（全体安定）

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

kh=0.10

kh=0.07

2343.0 kN／m

2333.6 kN／m

協議の上安定計算により確認する必要がある。

JIS1210のA、B法で95％以上、C、D、E法で90％以上に締固

｢ジオテキスタイルを用いた補強土の設計･施工マニュアル｣

 ・締固め管理において、乾燥密度によって管理する場合は、

 ・壁面付近の作業では壁面の前倒れや変形が生じないように

5）補強土壁底面部の最少根入れ深さは、原則として0.5m以上、

水平土被り1.0m以上(表土を除く)を確保してあるが、地山

を参照する事。

7）その他の留意点

注意して施工する事。

6）土のまき出し、締固め時の留意点

形状に相違が生じた場合は、協議を行う事。

2）補強土壁基礎地盤の支持力確認を行う事。

1）上記設計条件は、補強土壁安定計算における設計条件であ

 ・過掘り等により計画時の床掘断面と相違が生じた場合は、

り、盛土材がこれに該当しない場合は、協議を行う事。

4）各壁高敷設図に基づき施工するものとするが、ジオグリッ

3）排水工は標準的な対策を計画しているが、安全性の確保が

ド材の各層における敷設長については、以下の注意点を

特　記　事　項

困難と判断される場合は、協議の上適切な排水処理を行う事。

遵守する事。

める事。

できることを確認した場合、最大0.25mとする。

 ・一層の仕上り厚さは、試験施工により所定の締固め度を確保

試験施工を行わない場合は、路床に準じて0.20mとする。

4
5
0

地下排水溝(縦断)

310 310

620

350

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
:
0
.
31

:
0
.
3集水管(有孔管)φ150

砕石(C-40)　※数量計上なし

地下排水工(縦断)

S=1:20

排水溝詳細図 S=1:50

地下排水溝工(横断)

排水管(無孔管)φ150

吸出し防止材 壁面

6
0
0

基盤排水層

(C-40)

地下排水溝工(縦断)

集水管(有孔管)φ150

板状排水材　延長5.0mごとに一箇所設置

(PP,t=3.0mm)

標準断面図 (2/3) S=1:100

Ｃタイプ

EC.60BC.61付近

補強土壁工構造図

図示

敷設長：W

1.50

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3 壁

　
高

：
H

枠固定用アンカー

壁面強化材

水平排水材（タフネルEX-60）

（PP,t=3.0mm）

板状排水材　延長5.0mごとに一箇所設置

固定ピン

（TA=24,33,54,75,96kN/m）

(C-40)

基盤排水層

1000.0 kN／m

メッキ加工品

溶接金網型枠（天端用）

メッキ加工品

溶接金網型枠（標準用）

ジオグリッド材（テンサーRE40,55,90,125,160同等以上）

吸出し防止材（タフネルEX-60同等以上）

(RE-1)同等以上

１号補強土壁

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

2
342.996 kN／m

2
333.564 kN／m

Ｒ７事業　



NO.165,EC.59DL=540.00

D
=
1
3
.
2
2
2

FH= 

GH= 548.62

NO.165

転石

DL=540.00

D
=
6
.
7
7
8

FH= 

GH= 550.18

EC.59

Dt1：玉石混り砂質礫

Dt1：玉石混り砂質礫

Dt1：玉石混り砂質礫

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt1:玉石混り砂質礫

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

施行主体

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級

1：100

548.23

0.50

0.50

1
:
0
.
2

548.53

0.50

1:0.60

1
:
0
.
3

1:0.8

0.30 1.005.00

0.30 1.005.00

1.00

1.003.00

0.50 3.00

H
=
4
.
4
8

H
=
6
.
5
8

L=6.5m

L=0.8m

L
=
3
.
6
m

▽ 548.08

▽ 548.38

▽ 541.80

0.5

1.1

0.1

0.1

5.00% 5.00%

5.00% 5.00%

※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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NO.166,NO.166+10.0DL=535.00

D
=
1
0
.
0
0
0

FH= 

GH= 545.61

NO.166

DL=535.00

D
=
1
0
.
0
0
0

FH= 

GH= 544.77

NO.166+10.0

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級
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※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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NO.167,EC.60BC.61DL=535.00

D
=
1
3
.
9
0
1

FH= 

GH= 544.97

NO.167

DL=535.00

D
=
6
.
0
9
9

FH= 

GH= 546.81

EC.60BC.61

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級
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※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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NO.168,EC.61DL=535.00

D
=
1
4
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0
0
6

FH= 

GH= 546.83
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5
.
9
9
4

FH= 

GH= 545.30

EC.61

SF:表土（砂質土）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt2:礫混り砂

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

Dt1:玉石混り砂質礫

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体年度

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級
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※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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横断面図(4)
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NO.169DL=535.00
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Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

Dt1:玉石混り砂質礫

SF:表土（砂質土）

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体年度

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級
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※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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NO.169+10.0DL=535.00
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0
0
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GH= 548.24

NO.169+10.0

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

Gp:花崗斑岩（CH級、中硬岩）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

SF:表土（砂質土）

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体年度

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級
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※この推定地層線は簡易動的コーン貫入試験及び、現地踏査によるものである。

  地中の地層構成は把握できていないあくまでも推定地層線である。
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巨石積工（練）標準図
S=NS

巨石積工（練）標準横断図

巨石積工（練）標準正面図

森林基幹林道区分

事 業 名路 線 名

級別区分 設計速度 ｋｍ／ｈ

鳥 取 県施行主体年度

審査者 設 計 者

年  　度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

20

鳥 取 県 日 野 郡 江 府 町 武 庫 地 内

宝仏山１号線（俣野工区） 林 道 開 設 事 業

第２種１級

図　示

巨石積工（練）標準構造図

Ｒ７事業

胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ数量（10m2あたり）　1.56m3


